
 

 

 

 
 

 

オーストラリアのニューサウスウェールズ（ＮＳＷ）州が事業を進めているシドニ

ー都市圏の西側に新たな核となる「エアロトロポリス」（新都市開発）づくりが実行

段階に入った。ＵＲ都市機構が全体計画のマスタープランづくりに協力しており、

先行開発地区の「ブラッドフィールドシティセンター」（約１００ｈａ）の開発に関する

協力の文書署名を今年２月に交換。また、同シティセンターの開発を担当する

ＷＰＣＡ（ウェスタン・パークランド・シティ公社）からマスタープランの全容が明ら

かにされ、事業参入を希望する世界各国から現地入りした企業グループに、年

内入札に向けた説明会が開かれた。世界に類を見ない空港を核とした新都市

建設がいよいよ着手される。 

 

 

エアロトロポリス構想は、２０１８年３月に

発表された「シドニー３大都市圏」の一環と

して進められ、２０１８年３月にＷＰＣＡから

発表された。オーストラリア最大の人口を

有するシドニーがあるニューサウスウェー

ルズ（ＮＳＷ）州に建設される空港を核にし

た新都市開発だ。シドニー西部にあるバジ

ェリーズ・クリークに２０２６年に開港する西 

 

 

シドニー新国際空港周辺に、約１万１２００

ｈａの広さで計画されている。 

 

現在、シドニーへの人口集中は顕著で

あり、道路渋滞や電車の混雑など都市問

題が生じている。しかもインフラの不足や

住宅価格の高騰などの背景から、ＮＳＷ

州政府はシドニー中心部への一極集中を

解消するため３大都市圏構想を打ち立て、

２０３６年までに整備を完了させる予定だ。 

エアロトロポリス構想の中核事業の西シ

ドニー空港へのアクセスを向上させるため

鉄道の新設と延長、高速道路の新設も計

画されている。鉄道はシドニーと新国際空

港を結ぶ「シドニーウェストメトロ線」など、

既存都市とつながる新たな鉄道路線を３

つ整備する予定で、総事業費は３００億豪

ドル（約２兆２５００億円）と試算されている。 
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西シドニー「新国際空港都市」建設着手へ 

プロジェクトのメインとなる新国際空港は２０２６年に開港の予定。 

 
プロジェクトのメインとなる新国際空港は 2026年開港の予定。（NSW州政府公表資料から） 
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